
NanoZone Solution試験結果

＊報臼警の全郎又は 一 郎の慧断
転載転Illを困くお断りします． I KAKEN 

池 OS-19-041邸7-1

試験報告書

依頼者 XanoZone Ja図n 合同会t.t 殿
品 名 ナノソルコンフォ ー ト 1点
試駿項tI ガスの除去性能評価訳駿

2 0 1 9年 9月2 7 H付けで当所に紺11j
された試料の試験結果はF記のとおりです．
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アンモニアガスの除去性能評価試験

検査機関
一般財団法人カケンテストセンタ ー

記

［訳験結果l
アンモニアガスの除去性能評緬試験

ヤ／）発濃度
(p四

試験方法

SEKマ ー ク繊維製品認証基準で定める方法（（一社）繊維評価技術議会）

だたし、試料量は200c而とした。

〈使用バッグの種類〉スマ ートバッグPA（ジーエルサイエンス社製）
訳： 料

2時10l後
ガス濃度(ppm) ； 減少斗屯り

原布
プランク（空試験）

100 

100 
:.o. 5 

81 
i:99 

［試験方Ill] SEKマーク繊維製品認証店布で定める方法（（一l.t）繊維評価技術協繁会）
ただし、試料景は200 c,Iとした．

（使用バッグの種類｝
スマートパッグPA（ジーエルサイエンス仕製）

試験結果

［駅 年11

KAKEN KAKEN KA 

試 料
初発濃度 2時間後

(ppm) ガス濃度(ppm) 減少率（％）

原 布 100 �0.5 | �99 

ブランク（空試験） 100 81 

以 上

2時間後のガス減少率99%
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NanoZone Solution試験結果

本報告書の全部又は一部の無断
転載転用を固くお断りします． I KAKEN 

No. OS-I!H)29360-1 

試験報告書
依頼者NonoZoneJ叩皿合同会社霞
品 名+繊和1点
匹項目抗薗性

2019年8月1日付けで当所に聾出された訳料の拭
·結果は、下記のとおりです。

2019年8月20日

記

霞果

No. 馘；騎" 績纏直養

(l) 「ナノソJV.:ッフォート」処運 I 原品

”ケニ

〒550-0002滋市西区江戸堀2T!!5●19"1
一般財団和:り7ンテストセンター

大販事鑽所 生獨ラボ
Tel (06)-6441 — ⑱99 Fax (06)-6441 — 邸お

く1.3

静●
活

b.S 

3.6 I-0．4 

4＝て；？i:ば占Illのしぶイト1•こよる事薗郎を却奮した
..紫外縁放射照度O.lmW/cm’ のプラックライト照射下で瓢議を実篇した。

駅摯方法：J)S R 1702:2012、ガラス密着法
供薗：贄色ぶどう蒙薗•Sm幻紅孔m直皿,_NBRC 12732 

試料

本輯告●に詑戴の試験籍果は供試々料に対するものであり』野口（ロット）全体の品質を鑢白するも，，ではありません．
事業所朱印のない鍼告書については｀白財団は一 切責任を負いかねますので｀念のため＊し芯えます．

以上

m 

抗菌性（黄色ぶどう球菌）

検査機関 一般財団法人カケンテストセンタ ー

試験方法

」IS R 1702:2012、ガラス密着法

供試菌

黄色ぶどう球菌•Staphylococcus aureus NBRC 12732 

試験結果

生菌数の常用対数値
試 料※1 8時間

接種直後 光照射後※2

「ナノソルコンフォ ー ト」処理 原品 <1.3 

ブランク（未施工） 4.3 4.8 

※1紫外線放射照度lmW/cm尺24時間のブラックライトによる事前照射を実施した
※2紫外線放射照度O.lmW/cm'のブラック台と照射下で試験を実施した。

8時間
暗所保存後

<1.3 

5.3 

（理論上の菌数【＝10Alog(V)】）

8時間 8時間
接種直後 光照射後※2 暗所保存後

20 20 

25,119 50,119 100,000 

理論上の
菌減少率

99.980% 

接種直後の値4.3は黄色ブドウ球菌の量が約1万個を示しており、8時間後光照射後が
1.3は約10個の菌の量を示しているので、8時間後でも99.98％殺菌している事を示して

いる。



f 
試験検査成績乗

NanoZone Japan合同会社 様

ご依頓の試験品の試験検在結果は以下のとおりです。

受付日 2020年6月2日

訳験品 NanoZone Solution 

付記事項
, ; 

検査内容 マウスに対する急性滋性試験（経口）

伽考
.. 

試験検査結果

試験方法 (j)投与液の調製

父第K00389- l号

2020年6月5日

:i宣認だり

C ,

｀ 

試験品に精製水を加えて20％懸涵液としたものを投与用試料とした．

②使nl動物および投与方法

マウス(ddY系 、 雄、 51匹）を投与前4時間絶食させ、 経ロゾンデ針を用いて

\'I内に1回強制投与した。 投与最は体配1kg当たり試敬品4g相当嚢．

③観察方法とJPll「II

投与後の異常の布熊について、 24時間観察した．

観察結果 マウスに異常を認めない．

＊本成績行を転載する場介は名研究所の承認を受けてください。

NanoZone Solution試験結果

マウスに対する急性毒性試験（経ロ ・ 24時間）

検査機関 一般社団法人東京都食品衛生協会東京食品技術研究所

試験方法

①投与液を調製

試験品に精製水を加えて20％懸濁液としたものを投与用資料とした。

②使用動物および投与方法

マウス(ddY系、雄、5匹）を投与前4時間絶食させ、経ロゾンデ針を用いて

胃内に1回強制投与した。投与量は体重1 kg当たり試験品4g相当量。

③観察方法と期間

投与後の異常の有無について、24時間観察した。

試験品

NanoZone Solution 

試験結果

マウスに異常を認めない
マウス実験により人が誤飲してもリスクが少ない事が証明された。



NanoZone Solution試験結果

ヽ
食第K00389-2号

2020年6月12日

試験検査成績

マウスに対する急性毒性試験（経ロ ・ 1週間）

検査機関 一般社団法人東京都食品衛生協会東京食品技術研究所

NanoZone Japan合同会社 様
会

所
”，

 

ご依頼の試験品の試験検査結果は以下のとおりです。

受付日 2020年6月2日

訳験品 NanoZone Solution 

付記事項 — - ←ユ，＿＿ ＿ 

検査内容 マウスに対する急性青性試験（経口）

備考

試験検査結果

試験方法 ①投与液の調製

試敷品に精製水を加えて20％懸濁液としたものを投与用試料とした ．

②使用動物および投与方法

マウス(ddY系、 雄、 5匹）を投与前4時間絶食させ、 経ロゾンデ針を用いて

胃内に1回強問投与した。 投与量は体重1kg当たり訳蒙品4g相当量．

③観察方法と期間

投与後の異常の有熙について、 1遍間観泰した。

観察結果 マウスに異常を認めない．

試験方法

①投与液を調製
試験品に精製水を加えて20％懸濁液としたものを投与用資料とした。

②使用動物および投与方法

マウス(ddY系、雄、5匹）を投与前4時間絶食させ、経ロゾンデ針を用いて

胃内に1回強制投与した。投与量は体重1 kg当たり試験品4g相当量。

③観察方法と期間

投与後の異常の有無について、1週間観察した。

試験品

NanoZone Solution 

試験結果

マウスに異常を認めない
マウス実験により人が誤飲してもリスクが少ない事が証明された。

＊＊成績書を転載する場合は当頌究所の水認を受けてください。



ヽ
試験検査成績書

NanoZone Japan合同会社 様

ご依頼の試験品の試験検査結果は以下のとおりです。

受付13 2020年6月2日

試験品 NanoZonc Solution 

付記事項

検査内容 マウスに対する急性毒性試験（経口）

偏考

試験検査結果

試験方法 ①投与液の調製

食第K00389-3号

2020年6月19日

試験品に精製水を加えて20％懸澗液としたものを投与用試料とした。

②使用動物および投与方法

マウス(ddY系、 雄、 5匹）を投与前4時間絶食させ、 経ロゾンデ針を用いて

胃内に1回強制投与した． 投与量は体菰1kg当たり試験品1g相当量．

③観察方法と期間

投与後の異常の有熊について、 2週問観察した．

観察結果 マウスに異常を認めない。

＊＊成績書を転載する場介1よ“i研究所の承認を安けてください。

NanoZone Solution試験結果

マウスに対する急性毒性試験（経ロ ・ 2週間）

検査機関 一般社団法人東京都食品衛生協会東京食品技術研究所

試験方法

①投与液を調製
試験品に精製水を加えて20％懸濁液としたものを投与用資料とした。

②使用動物および投与方法

マウス(ddY系、雄、5匹）を投与前4時間絶食させ、経ロゾンデ針を用いて

胃内に1回強制投与した。投与量は体重1 kg当たり試験品4g相当量。

③観察方法と期間

投与後の異常の有無について、2週間観察した。

試験品

NanoZone Solution 

試験結果

マウスに異常を認めない
マウス実験により人が誤飲してもリスクが少ない事が証明された。



‘ 細年6月23 B 

試験検査成績

NanoZone Japan合同会社 様
一粒社団法AJIC
東京食品

ご依頼の試験品の試験検査結呆は以下のとおりです。

受付El
訳摯品

付記事項

検査内容

偏考

拭験検査結果

試験方法

試駿結果

2020年6月9 E 
NanoZone Solution 

抗菌効果試験

■9 ● -- J 
-· ---

-..＿ 
こ一

供試葎：大腸直、 黄色プドウ球歯

l. 供試菌
大腸藷 (Eschericlue cob' NBRC 3972) 

�ユ
ロ 『

黄色プドウ球菌(Staphylococcus o u心us subsp. aureus NBRC 12782) 
2. 訳瞭蘊液の調製

供試曲を笞通寒天増地に移植し35℃で24時1l11培養後、1コロニ ー を咎通
プイヨン培地に接植し、35℃で18時間振とう培養した。 この菌液を滅凶リ
ン醜緩衝希釈水を用いて希釈謂製した．

3. 試験操作
試験品10mlに、 上記2で調製した試瞭蘊液0. 1mlを添加し、35℃で24

時間静置培養した。 静置堵養後の生薗数を標準寒天培地を用いて測定し
た． なお、 空試験として、1/500濃度普通プイヨン培地10ml.に試験菌液
O InLを添加したものを岡様に駅駿した．

供試菌 大腸菌 黄色プドウ球歯

初発菌数 240, 000/皿L 380. 000/叫

24吋問経過後の蘊数

試験品 0/叫 0／叫

空試験 12. 000. 000/ml. 370,000／凪

＊本成績書を転載する湯合は当研究所の＊認を受けてください．

NanoZone Solution試験結果

抗菌効果試験

検査機関 一般社団法人東京都食品衛生協会東京食品技術研究所

試験方法

NanoZoneSolutionl mlに対し、大腸菌24万個 ・ 黄色ブドウ球菌38万個を投入し24時間経過後の

菌数を測定

試験品

NanoZone Solution 

試験結果

大腸菌や黄色ブドウ球菌が繁殖しやすい環境下(35℃ ・ 栄養を入れた水）で保管し、24時間培養

後に測定した菌数はそれぞれ0であった

供試菌 大腸菌 黄色ブドウ球菌

初発菌数 240,000/ml 380,000/ml 

24時間経過後の菌数

試験品 0/ml 0/ml 

空試験 12,000,000/ml 370,000/ml 



NanoZone Solution試験結果

£
貪第OOS42-I号
20”年6月22日 と

貪第9叩日2-2号
20以清U5月22a

貪聾即0623号
2幽皐月名,e

試験検査成績書 試験検査成績書
と

試験検査成績書

ご依頼の試襲品の拭攣檎葦轄暴は以下のとおりです こ依顎の試蒙品の試蒙験査結果は以下のとおりです． ご依攣の試蒙品の拭職検査赫果は以下のとおりです．

受f*• 四叩6月l●●

試麟品 拭さ駆り演み饒陣

&mo如• &�,uti“濱•llt

げ配嘔項

険葦内響 撼注鞠輪董

●環

受付日 ⑳江l年●911..

広鹸品 拭き歌り済み●陣

凶m必心シ9u99on鴫•111畔閾経遍

"配事項

憤査内冑 •生艤l険董

●肴

曼付• mm匹月29B

鼠攣品 賦會駐9済み纏●
‘"ゃ1m9 SoIm1“鴫●攣1.II騒轟

け記事項

検査内喜 鶴生鱒檎査

... 

鼠検葦結景
遍;"'"

繹l囀
＇

嶽
検董蔦i暴 険董ガ'U

100/＊ 噸蹟簿i天隋尾培贄注
注

試験検査鰐果
験葦項H

纏蘊嚢

試験検董結果
注一 糟葦項;o 注

ー以下彙白一

檜董累 検査方法
1D賽糞I零 膿凛軍天扇慶培量法

—•以下余ロ一
薦l●徽

檜董緯景 檜憂方法
10學量亭 膿凜事＊JII鴫l培裏社

-以'F傘白一

●亭鴫●●と転•する・會』15,.売所，，彙纏と鸞＂てくだSIヽ． ●亭虞績●●紀·する●會ヽ99疇売所＂承鱒を受＂てください． ●ぷ鼠●●を`......合ば聾●寅葦，，拿•ヽ＊19てくだ3い．

微生物検査
検査機関 一般社団法人東京都食品衛生協会東京食品技術研究所

試験方法

通常のオフィス下で使用した100cm x 100cmのプラスチック製のプレ ー ト上の菌 を採取

NanoZoneSolution噴霧後、室内光があたる環境下において1時間後と1週間後の菌数を測定

試験結果
NanoZoneSolution噴霧前の菌数は100個以上を示していたが、

NanoZoneSolution噴霧後の1時間後には菌数が10個未満になった。

上記検査方法で1週間継続したところ、同じく菌数は10個未満であった。

菌の増殖は確認できませんでした。

※10個未満の個数は表示されないため0個の可能性もある



報 告 書

貴依帽による検査結果を下記のとおり籠告します．

試料名 ； NanoZone Solution 
試験項目 ： 殺菌力試験
受付年月日 ： 2020年6月18日（提示見本）

記

第AK20-22-0040号②
2020年7 11 I 3 B 

置16号

定協会

検査結果を91概 第A�20-22-0040-I¼②(2)(3)(4)(5)(6)(7)1こ示します．

贔綱●●●9●●と●●9 09●』9呵●●”●●●●""'い0

殺菌力試験
検査機関 日本油料検定協会 兵庫県神戸市

試料
NanoZoneSolution 

費精力四大腸附(O•167)
l.試料 ： NnnoZone Solution 

第�K2�匹→040号②(2)

2 ， 駅験日的：拭料の大腸藝(0·157)に対する殺蘊効果を確圏する．

3試験慨略
試料に大嶋馘(0·157)を接種後（以下I試験液）とする．）、賽塩で保存し、30秒

後に試験液中の生繭数を測定した．
なお 、 あらかじめ不栢性化の醸認試験を行い生薗数の測定方法について検討を行った．

4試験結果
結果を表・1に示した。なお、試験液をSCDLP培地で10倍に希釈することにより、

獣精が不活性化され 、 試料の影●を受けずに生薗数が測定できることを不活性化の肇認
試験により纏認した．

表・ 1 試験液の生購数測定結果

試験薗 I 対彙

大腸薗
， 試料

(0·157) 
＇ 対欝 l 

対照：滅薗生瑾食塩水
保存濯度：室Ill.

生薗数(lmL)

麗始時※

7 sx 10' 

7.3 X l0’ 

※添加曹液の薗数より 、 開拍峙の繭数を計算した。

四●●●Uたに鼻.,●●●●事●●●直鴫●負'",'●‘‘

301:1>後

7.Sx 101 

67XIび

試験目的

試料の大腸菌(0-157)に対する殺菌効果を確認

試験方法
NanoZoneSolutionに大腸菌(0-157)を摂取後（以下

『試験液』とする）、室温で保存し30秒後に試験液中の 

生菌数を測定した。

NanoZone Solution試験結果

第AK20"22"0040サ②(3)

6．試験方法
1)試蒙菌株

邑rich1it a,/i 0·161:H1 （大膿繭）

2)饂数瀾定用培地
SCDLP寒天培地「日木製薬杵ポ＿会社」、滉釈平板培養法、36士1℃、48土3時鳳

3)試験菌液l1)麟製
BH】液体培地(B面nH団rt In『uaion)に試験藷株を1白金耳接種し、汲穴

で18～幻訪間培養する．培養後の菌液を'J\,”'ticSoy平板培増に塗抹し、3G't
で18～切時間培養する．

培養後の平板培地より祖体を掻き取り．0.1％トリプトン0,86%NnCJ溶液中
でガラスピー ズと共に3分間攪拌し懸漏させ試験蔚液とした。

4)試験操作
試9mLに試験闊液をlmL投積し、試験液を調製する。釈験液を室濯で

保存し保存30秒後に試験液を直ちにSCDLP液体培地「日本製薬株式会社」
でJO倍希釈し 、 試験液中の生繭数を菌数測定Jll培地を用いて測定した．

また、対照として、滅薗生運食塩水を用いて閲懐に試繋し 、 生薔数を測定
した。

5)試料の不活性化の確霞
SCDLP液体培地（不活性化剤）9mLに試料lmLを加え、 振とう

攪拌させたものに試験菊液をlmL加え．80秒完溢で保存し、 保存後、
生藝数の瀾定を行い、 生菌数に差がないことを確認した。

.....，~“”993•-..-......＂"’‘ 

試験結果
大腸菌(0-157)7300万個が30秒後に73個まで減少

NanoZoneSolutionにより99.99999％減少したと言える。



報 告 書

貴依帽による検査結果を下記のとおり暢告します．

試料名 ；NanoZone Solution 
試験項目 ： 殺菌力試験
受付年月日 ：2020年6月18日（提示見本）

記

第AK20-22-0040号②
2020年7 11 I 3 B 

置16号

定協会

検査結祟を9l絨 第AK20-22-0040サ②(2)(3)(4)(5)(6)(7)1こ示します．

贔綱●●●9●●と●●9 09●』9呵●●＂亀●●●""●9ヽo

殺菌力試験
検査機関 日本油料検定協会 兵庫県神戸市

試料
NanoZoneSolution 

殺萬力試摯（黄色プドウ球蘭）
L試 ： NanoZone Solution 

第AK20-22→O40号②(◄)

2.試験目的：試料の賀色プドウ球繭に対する殺繭効呆を纏認する．

3.試験概略
試料に贄色プドウ球菌の藝液を撞種後（以下『駅験液Jとする．）、宝111.で保存し、

30秒後に試験液中の生菌数を測定した．
なお、あらかじめ不活性化の確認試験を行い、生鎖撒の測定方法について検討を行った

4,試験結果
紹果を表・2 Iこ示した．なお、訳験液をSCDLP培地で10 flilこ杓釈することにより、

試料が不括性化され、試料の影●を受けずに生葺数が測定できることを不活性化の確認
匹1こより鶴認した．

表・2 試験液の生111i数測定結果

註験薗 I 対象

試料
貴色ブドウ球薗

対照

対照：滅国生理貪塩水
保存凰度：室瓜

笠薗叡(/mL)

開始峙※ 1 ⑳秒後

3,9X IO 6.3 X 10' 

3.9X 101 3.4 X IO’ 

※添加醸液の菌数より、1111始時の11!1数を計算した．

“●●●口•心“l"＂"“.....""‘

試験目的

試料の黄色ブドウ球菌に対する殺菌効果を確認

試験方法
NanoZoneSolutionに黄色ブドウ球菌を摂取後（以下

『試験液』とする）、室温で保存し30秒後に試験液中の 

生菌数を測定した。

NanoZone Solution試験結果

第“⑳-22一四0号②(5)
6．試験方法

!)試験薗抹
S,surous NBRCl2732 （黄色プドウ琢蘊）

2)薗数測定用培地
SCDLP 憲天培地「日本製薬株式会社」、澄釈平坂培養法、泌士1℃囀 48±8吋潤'’

3)訳験菖液の胃製
BHI液体培地(Brain Heart Infu成on)に試験蒻抹を1白金耳核稽し、蹄℃

で18～以•り間培養する。培養後の闊液を'l'rypticSoy平板培地に塗抹し、邸℃
で18~24時間培養する．

培養後の平板培地より繭体を掻き取り、0.1％トリプトン0．邸％NoCl溶液巾
でガラスピー ズと共に3分間攪拌し懸濁させ試験繭液とした．

4l試験操作
試料9mLIこ試験菌液をlmL憧種し、試験液を·製する．試験液を室颯で

保存し保存30後に試験液を直ちにSCDLP液体培地「日本製薬株式会社』で
10倍希釈し、試験液中の生薗数を菌数測定用培地を用いて測定した。

また、対照として、誡菖生理食塩水を用いて同様に試験し、生蒻数を測定
した。

6}試料の不活性化の確認
SCDLP液体培地（不店性化剤）9mLに試料lmLを加え、振とう

攪拌させたものに試験菌液をlmL加え、80秒滋溢で保存し、保存後｀
生蘊数の測定を行い、生醒数に差がないことを確認した。

試験結果
黄色ブドウ球菌3900万個が30秒後に63万個まで減少

した。

※例）試験開始時は3.9X 10の7乗。
8乗になれば増加、6乗になれば減少と判断する。3.9の数値の
変化だけであれば誤差範囲内である。
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試験の名称：濠状檜体のウイルスに対する効果評編

98定胄胄利活紬滋人 、（イオメティカルサイエンス＂氏會
亨1●I如1賓皇鵬曇●Ig-'-*..9-90ー•-99

19L OI-91..―ヽI●I FM991-99』}青l99

液状検体のウイルスに対する効果肝伍

目的：液状検体の3種類のウイルスに対する杭ウイルス評価試験を行う．

材料
1 被験物質（サンプル） ： 

N,noZoneSol u ti on 

2 使用ウイルス：ヒトコロナウィルス[Human Corona"『us 229E (ATCC VR-74011 
便用細胞；MRC-5 Lang Fi brobl as I <ATCC 1 7 1) 

3 使用ウイルス：ネコカリシウイルス F9株（ノロウイルス代替）
使用細胞：CRFK（ネコ腎屈由来）細胞

4 使用ウイルス：Aインフルエンザ北九州／159/1993H3N2
使用細胞：UOCK （イヌ腎樟由来）細胞

試験方法
ウイルス試験

①液状サンプル0. 9 9mlをパイアル瓶内に入れておく．ここに0. 0 1 mlウイルス液を加え2 5℃ 
にて、パイアル瓶内にて1分• 5分反応させる．対象には、被験物質の代わりにPBSを用いる．

② 1分• 5分後にSCDLP培地を9�L加え，ヴォルテックスで1分問X3回混合する．

®感染価をプラ ー ク法で評価する．

成績 ・ 成績は下表のようであった。

<？;

no

;

0

:：r:g]：：
ウ

＞
イ

ルス
1 

:-：
コ

：

力＇

［：
ウイル

ス

1 [：三
）
］ミ／

ザウイルス

5分l<IO' 1<10' 1<10'

考察： 上記の成績で、�,noloneSolut ionは、Iii:
ウイ

ル
ス

活性が強く311韻のウイルスでいずれも5分間
で検出限界以下となった．

以上

NanoZone Solution試験結果

ヒトコロナウイルスに対する効果評価
検査機関

特定非営利活動法人 バイオメディカルサイエンス研究会

試験目的
ヒトコロナウイルスに対する抗ウイルス評価試験を行う

使用ウイルス

ヒトコロナウイルス(Human Coronavirus 229E (ATCC VR-740))

試験品
NanoZoneSolution 

試験方法
1S018184準拠

①Na noZoneSol utionO. 99m Iを蓋付ガラス瓶内に入れておく。ここに

0.01mlのウイルス液を加え25℃にて蓋付ガラス瓶内にて1分と5分反応

させる。

②1分後、5分後に細胞培地9ml加え、かき混ぜで1分間X3回混合する。

試験結果
NanoZoneSolutionにより、ヒトコロナウイルスが99.99999％減少

ヒトコロナウイルスは520万個が1分後に2800個まで減少。5分後には検

出限界以下になり、抗ウイルス活性が認められた。

※ヒトコロナウイルスは新型コロナウイルスと骨格や遺伝子配列が98％同じものである。

※例）試験開始時は5.2X10の6乗

7乗になれば増加、5乗になれば減少と判断する。

5.2の数値の変化だけであれば誤差範囲内である。
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匹の名11：浪！状検惇のウイルスに対する効果評編
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液状検体のウイルスに対する効果肝

目的：液状検体の3種類のウイルスに対する抗ウイルス評価試験を行う．

材料
1 被験物質（サンプル） ： 

N, noZoneSol u I ion 

2 使用ウイルス：ヒトコロナウィルス(Human Corona,irns 229E !ATCC VR-74011 
便用細胞：MRC-5 Long Fibroblasl (ATCC 1 7 1) 

3 使用ウイルス：ネコカリシウイルス F9株（ノロウイルス代替）
使用細胞：CRFK（ネコ腎屈由来）細胞

4 使用ウイルス：Aインフルエンザ北九州／l59/1993H3N2
使用細胞：MDCK （イヌ腎謹由来）細胞

試験方法
ウイルス試験

①液状サンプル0. 9 9mlをバイアル瓶内に入れておく．ここに0. 0 I mlウイルス液を加え2 5℃ 
にて、バイアル瓶内にて1分• 5分反応させる．対象には、被験物質の代わりにPBSを用いる．

② 1分• 5分後にSCDLP培地を9祉加え，ヴォルテックスで1分問X3回混合する．

③感染価をプラ ー ク法で評価する．

成績：成績は下表のようであった。

<？；
no

;,：言[:[：：
ウ

＞
イ

ルス 1 :-：

コ

：

力＇

［
：

ウイルス 1[::｝]
::_,

ザウイルス

5分1<10' 1<10' 1<10'

考察：上記の成績で、�,noloneSolut ion は，抗
ウイ

ルス活性が強く311韻のウイルスでいずれも5分間
で検出限界以下となった．

以上

NanoZone Solution試験結果

ノロウイルス対する効果評価
検査機関

特定非営利活動法人 バイオメディカルサイエンス研究会

試験目的

ノロウイルスに対する抗ウイルス評価試験を行う

使用ウイルス

ネコカリシウイルス F9株（ノロウイルス代替）

試験品
NanoZoneSolution 

試験方法
15018184準拠

①NanoZoneSol ution0.99m Iを蓋付ガラス瓶内に入れておく。ここに

0.01mIのウイルス液を加え25℃にて蓋付ガラス瓶内にて1分と5分反応

させる。

②1分後、5分後に細胞培地9ml加え、かき混ぜで1分間X3回混合する。

試験結果
NanoZoneSolutionにより、ネコカリシウイルスが99.99999％減少

ネコカリシウイルスは610万個が1分後に7万個まで減少。5分後には検出

限界以下になり、抗ウイルス活性が認められた。

※例）試験開始時は5.2X10の6乗

7乗になれば増加、5乗になれば減少と判断する。

5.2の数値の変化だけであれば誤差範囲内である。
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R9哀，

戴鱗の名11：浪！状検惇のウイルスに対する効果評編
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液状検体のウイルスに対する効果肝

目的：液状検体の3種類のウイルスに対する抗ウイルス評価試験を行う．

材料
1 被験物質（サンプル） ： 

N, noZoneSol u I ion 

2 使用ウイルス：ヒトコロナウィルス(Human Corona,irns 229E !ATCC VR-74011 
便用細胞：MRC-5 Long Fibroblasl (ATCC 1 7 1) 

3 使用ウイルス：ネコカリシウイルス F9株（ノロウイルス代替）
使用細胞：CRFK（ネコ腎屈由来）細胞

4 使用ウイルス：Aインフルエンザ北九州／l59/1993H3N2
使用細胞：MDCK （イヌ腎謹由来）細胞

試験方法
ウイルス試験

①液状サンプル0. 9 9mlをバイアル瓶内に入れておく．ここに0. 0 I mlウイルス液を加え2 5℃ 
にて、バイアル瓶内にて1分• 5分反応させる．対象には、被験物質の代わりにPBSを用いる．

② 1分• 5分後にSCDLP培地を9祉加え，ヴォルテックスで1分問X3回混合する．

③感染価をプラ ー ク法で評価する．

成績：成績は下表のようであった。

<？；
no

;,：言[:[：：
ウ

＞
イ

ルス 1 :-：

コ

：

力＇

［
：

ウイルス 1[::｝]
::_,

ザウイルス

5分1<10' 1<10' 1<10'

考察：上記の成績で、�,noloneSolut ion は，抗
ウイ

ルス活性が強く311韻のウイルスでいずれも5分間
で検出限界以下となった．

以上

NanoZone Solution試験結果

インフルエンザウイルス対する効果評価

検査機関

特定非営利活動法人 バイオメディカルサイエンス研究会

試験目的

インフルエンザウイルスに対する抗ウイルス評価試験を行う

使用ウイルス

Aインフルエンザ北九州／159/1993H3N2型

試験品
NanoZoneSolution 

試験方法
15018184準拠

①Na noZoneSol utionO. 99m Iを蓋付ガラス瓶内に入れておく。ここに

0.01mlのウイルス液を加え25℃にて蓋付ガラス瓶内にて1分と5分反応

させる。

②1分後、5分後に細胞培地9ml加え、かき混ぜで1分間X3回混合する。

試験結果
NanoZoneSolutionにより、インフルエンザウイルスA型が99.99999％減少

インフルエンザウイルスA型は230万個が1分後に150個まで減少。5分後

には検出限界以下になり、抗ウイルス活性が認められた。

※例）試験開始時は5.2X10の6乗

7乗になれば増加、5乗になれば減少と判断する。

5.2の数値の変化だけであれば誤差範囲内である。



NanoZone Solution試験結果

エビデンス取得状況1

検査内容 取得機関名 取得日

抗菌性（不織布1点） 一般社団法人カケンテストセンタ ー 大阪事業所 生物ラボ 2019年8月20日 取得済

ガスの除去性能評価試験（ナノソルコンフォ ート） 一般社団法人カケンテストセンタ ー 大阪事業所 分析ラボ 2019年10月9日 取得済

マウスに対する急性毒性試験（経ロ ・ 24時間） 一般社団法人東京都食品衛生協会 東京食品技術研究所 2020年6月5日 取得済

マウスに対する急性毒性試験（経口•1週間） 一般社団法人東京都食品衛生協会 東京食品技術研究所 2020年6月12日 取得済

マウスに対する急性毒性試験（経ロ ・ 2週間） 一般社団法人東京都食品衛生協会 東京食品技術研究所 2020年6月18日 取得済

抗菌効果試験（大腸菌 ・ 黄色ブドウ球菌） 一般社団法人東京都食品衛生協会 東京食品技術研究所 2020年6月23日 取得済

持続性（噴霧後1時間） 一般社団法人東京都食品衛生協会 東京食品技術研究所 2020年6月18日 取得済

持続性（噴霧後1週間） 一般社団法人東京都食品衛生協会 東京食品技術研究所 2020年6月25日 取得済

0-157 日本油料検定協会 兵庫県神戸市 2020年7月13日 取得済

ブドウ球菌 日本油料検定協会 兵庫県神戸市 2020年7月13日 取得済

インフルエンザA 特定非営利活動法人 バイオメディカルサイエンス研究会 2020年7月29日 取得済

ネコカリシウイルス（ノロウイルス） 特定非営利活動法人 バイオメディカルサイエンス研究会 2020年7月29日 取得済

ヒトコロナウイルス(ATCC 229Eカブ） 特定非営利活動法人 バイオメディカルサイエンス研究会 2020年7月29日 取得済

持続性試験(3年間） 特定非営利活動法人 バイオメディカルサイエンス研究会 2023年7月末 取得予定

インフルエンザA 一般社団法人カケンテストセンタ ー 大阪事業所 2020年8月末 取得予定

ネコカリシウイルス（ノロウイルス） 一般社団法人カケンテストセンタ ー 大阪事業所 2020年8月末 取得予定

インフルエンザA 北里大学北里研究所メディカルセンタ ー 取得予定

ネコカリシウイルス（ノロウイルス） 北里大学北里研究所メデイカルセンタ ー 取得予定

スギ花粉アレルゲン 東京環境アレルギー研究所 取得予定



NanoZone Solution試験結果

エビデンス取得状況2

検査内容 取得機関名 取得日

消臭（アンモニア） 一 般社団法人ボ ー ケン品質評価機構 大阪事業所 取得予定

消臭（タバコ） 一 般社団法人ボ ー ケン品質評価機構 大阪事業所 取得予定

光の種類（ブラックライト） 一 般社団法人カケンテストセンタ ー 大阪事業所 取得予定

光の種類（蛍光灯） 一 般社団法人カケンテストセンタ ー 大阪事業所 取得予定

光の種類(LED) 機関未定 取得予定

急性毒性経口(SIAA基準） 株式会社 薬物安全性試験センタ ー 8月中旬 取得予定

皮膚一 次刺激性(SIAA基準） 株式会社 薬物安全性試験センタ ー 8月中旬 取得予定

変異原生(SIAA基準） 株式会社 薬物安全性試験センター 8月中旬 取得予定

皮膚感作性(SIAA基準） 株式会社 薬物安全性試験センター 10月中旬 取得予定

抗菌性(SIAA基準） 一般社団法人ボーケン品質評価機構 大阪事業所 10月中旬 取得予定

SIAA 一 般社団法人 抗菌製品技術協議会 取得予定

抗菌試験(PIAJ基準） 機関未定 取得予定

抗ウイルス試験(PIAJ基準） 機関未定 取得予定

PIAJ 光触媒工業会 取得予定

SARS 機関未定 取得予定

コケ 機関未定 取得予定

防汚 機関未定 取得予定

呼吸器系 機関未定 取得予定

光触媒の窒素酸化物除去性能試験 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(Kl STEC) 取得予定



NanoZone Solution試験結果

エビデンス取得状況3

検査内容 取得機関名 取得日

光触媒の窒素酸化物除去性能試験—再生率— 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒のアセトアルデヒド除去性能試験 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒のアセトアルデヒド除去性能試験—バッグ法 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒のトルエン除去性能試験 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒のホルムアルデヒド除去性能試験 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒のセルフクリ ー ニング試験湿式分解性能の測定 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒のセルフクリ ー ニング試験水接触角の測定 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒の水浄化性能試験(JISR1704準拠）（明条件のみ） 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒の水浄化性能試験(JISR1704準拠）（暗条件のみ） 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

その他光触媒性能試験 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒性能試験JIS試験条件不成立時（試験途中中止時） 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

水接触角の測定（光触媒JIS試験以外） 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

水接触角の測定（光触媒JIS試験以外）追加 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定

光触媒試料調製（処理時間30分につき） 地方独立行政法人 神奈川県立産業技術総合研究所(KISTEC) 取得予定




